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12月10日（月）まで

本年最後の給与支
給日の前日まで

平成25年１月４日
（金）まで
（注）　年末の提出
期限は１月４日とな
る。

①　源泉徴収所得税・特別徴収住民税の納付（11月分）

②　給与所得の年末調整
（付記）　最後の給与の支払をする日の前日までに、受給
者から保険料控除申告書・住宅取得控除申告書等の提
出を受け、給与所得者の所轄税務署長に提出する。

③　法人の確定申告、納付、延納の届出（平成24年10月期）
法人税、法人事業税、法人事業所税、法人住民税

④　法人（申告期限延長承認）の法人税確定申告
１カ月延長（平成24年９月期）
２カ月延長（平成24年８月期）
⑤　消費税確定申告（１カ月ごと）
（10月期）
⑥　消費税確定申告（３カ月ごと）
（１、４、７、10月期）
⑦　法人の中間申告納付（４月期）
法人税、消費税、地方消費税、法人事業税、法人住民税

⑧　法人の消費税中間申告納付
直前期年税額４，８００万円超
（１カ月ごと）10月期を除く。
直前期年税額４００万円超
（３カ月ごと）１、４、７月期

③～⑧　法人の事業年度（課税期間）終了日は各月末日とする。

④　申告期限延長法人の納付延長期間には利子税が賦課され
るので、事業年度終了後２カ月以内である法定期限内に法人
税額の見込納付を行う（通則法64①）。

⑤　消費税の課税期間特例選択届出書の変更は、当該変更後
の課税期間の開始日の前日までが変更届出書の提出期限で
ある。

⑦　法人の中間申告納付は、直前期年税額の半分が法人税10
万円超、消費税額24万円超の場合である。

今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

（付記）　平成25年１月１日から適用の所得税および復興特別所得税の源泉徴収税額表に留意すること。

会
　
計

企
業
結
合（
ス
テ
ッ
プ
２
）公
開
草

案
、年
内
公
表
へ
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

去
る
11
月
６
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
２
５
４
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

検
討
さ
れ
た
主
な
事
項
は
次
の
と

お
り
。

企
業
結
合（
ス
テ
ッ
プ
２
）

年
内
に
公
表
予
定
と
さ
れ
て
い
る

公
開
草
案
に
つ
い
て
、
次
の
検
討
が

行
わ
れ
た
。

⑴　
経
過
措
置

過
年
度
遡
及
会
計
基
準
に
よ
り
、

改
正
す
る
会
計
基
準
に
お
い
て
特
定

の
経
過
的
な
取
扱
い
を
定
め
な
い
場

合
、
新
た
な
会
計
処
理
を
過
去
の
期

間
の
す
べ
て
に
遡
及
適
用
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
過
措
置
に
つ

い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

事
務
局
か
ら
は
、
企
業
結
合
の
会

計
処
理
に
関
し
て
は
過
年
度
の
必
要

な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
な

こ
と
等
を
理
由
に
、
次
の
提
案
が
さ

れ
た
。

・
改
正
会
計
基
準
の
適
用
前
に
実
施
さ

れ
た
企
業
結
合
お
よ
び
事
業
分
離
等

に
関
す
る
会
計
処
理
お
よ
び
注
記
事

項
に
つ
い
て
の
従
前
の
取
扱
い
は
、

改
正
会
計
基
準
の
適
用
後
に
お
い
て

も
継
続
し
、
改
正
会
計
基
準
の
適
用

日
に
お
け
る
会
計
処
理
の
見
直
し
お

よ
び
遡
及
適
用
は
行
わ
な
い
。

・
た
だ
し
、
表
示
関
係
の
改
正
事
項（
連

結
貸
借
対
照
表
等
に
お
け
る
非
支
配

株
主
持
分
の
表
示
、
連
結
損
益
計
算

書
等
に
お
け
る
当
期
純
利
益
の
表

示
）に
つ
い
て
は
過
去
の
財
務
諸
表

の
組
替
え
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
が
ど
う
か
。

委
員
か
ら
は
、
遡
及
適
用
を
行
わ

な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
特
に
反
対
意

見
は
な
か
っ
た
。

⑵　
適
用
時
期

ス
テ
ッ
プ
１
に
お
け
る
適
用
時
期

等
を
考
慮
し
、
仮
に
ス
テ
ッ
プ
２
の

最
終
基
準
化
が
平
成
25
年
中
に
完
了

し
た
場
合
の
適
用
時
期
に
つ
い
て
、

次
の
提
案
が
さ
れ
た
。

・
強
制
適
用
：
平
成
27
年
４
月
１
日

・
早
期
適
用
：
平
成
26
年
４
月
１
日

た
だ
し
、
早
期
適
用
を
認
め
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
①
す
べ
て
の

取
扱
い
に
つ
い
て
平
成
26
年
４
月
１

日
か
ら
早
期
適
用
を
認
め
る
、
②
す

べ
て
の
取
扱
い
に
つ
い
て
早
期
適
用

を
認
め
な
い
、③
一
部
の
取
扱
い（
取

得
関
連
費
、
暫
定
的
な
会
計
処
理
）

に
つ
い
て
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

早
期
適
用
を
認
め
る
が
非
支
配
株
主

持
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
早
期
適

用
を
認
め
な
い
、
と
い
う
３
つ
の
方

向
性
が
考
え
ら
れ
る
と
し
、
事
務
局

は
③
を
提
案
し
た
。

委
員
か
ら
は
、「
早
期
適
用
は
特
に

必
要
な
く
、
平
成
26
年
４
月
１
日
に

強
制
適
用
で
い
い
の
で
は
な
い
か
」、

「
比
較
可
能
性
を
考
え
る
と
、
②
し

か
残
ら
な
い
」、「
③
の
よ
う
に
す
る

と
企
業
間
の
比
較
可
能
性
が
な
く
な

る
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

⑶　
文
案
検
討

公
開
草
案
の
公
表
に
向
け
て
、
文

案
の
検
討
も
行
わ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、連
結
会
計
基
準
で
は
、

次
の
文
言
が
55
─
２
項
と
し
て
新
設

さ
れ
て
い
る
。

平
成
Ｘ
Ｘ
年
改
正
会
計
基
準
で
は
、

少
数
株
主
持
分
を
非
支
配
株
主
持
分
と

呼
称
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
、
少

数
株
主
で
あ
っ
て
も
他
の
会
社
を
支
配

し
親
会
社
と
な
る
こ
と
が
あ
り
得
る
た

め
、
よ
り
正
確
な
表
現
と
す
る
た
め
で

あ
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
少
数
株
主

損
益
を
、
非
支
配
株
主
に
帰
属
す
る
当

期
純
利
益
と
し
て
い
る
。

そ
の
他

そ
の
他
に
、「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
お
よ
び
Ｅ

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｇ
の
開
示
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

意
見
募
集
へ
の
コ
メ
ン
ト
対
応
」、

「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
13
号「
公
正
価
値
測
定
」

教
育
マ
テ
リ
ア
ル
」に
つ
い
て
の
審

議
が
行
わ
れ
た
。
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日
本
で
は
幾
度
の
会
社
再
建
や
財

政
再
建
が
行
わ
れ
、
結
果
的
に
成
功

例
も
少
な
く
な
い
。
再
建
の
推
進
者

に
は
強
い
意
志
が
求
め
ら
れ
る
。
加
え

て
、
改
革
の
意
味
を
守
旧
派
に
や
さ

し
く
説
明
で
き
、
皆
の
賛
同
を
得
る

だ
け
の
人
間
的
魅
力
が
必
要
で
あ
る
。

先
達
は
誰
か
。
小
田
原
出
身
の
二

宮
金
次
郎
、
後
に
二
宮
尊
徳
と
呼
ば

れ
て
い
る
江
戸
時
代
後
期
の
経
済
思

想
家
を
挙
げ
よ
う
。
二
宮
金
次
郎
は

薪
を
背
負
っ
た
銅
像
、
そ
の「
報
徳
思

想
」、
静
岡
県
掛
川
市
の
㈳
大
日
本

報
徳
社
、
小
田
原
市
の
報
徳
二
宮
神

社
な
ど
で
も
知
ら
れ
る
。

で
は
そ
の
成
功
の
秘
訣
は
何
か
。

ま
ず
第
１
に
、
彼
の
作
っ
た
金
融
ス

キ
ー
ム
で
低
利
が
実
現
で
き
た
こ
と
に

あ
る
。
実
質
金
利
、
年
５・４
７
％
の

６
年
間
均
等
返
済
ロ
ー
ン
を
提
供
し

て
い
る
。
こ
の
金
利
レ
ベ
ル
は
現
在
で

も
最
長
７
年
、
固
定
金
利
の
新
車
自

動
車
ロ
ー
ン
の
場
合
の
実
質
金
利
は
４
・

５
５
％
も
す
る
か
ら
、
当
時
と
し
て
は

画
期
的
な
低
金
利
ロ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

第
２
に
、
低
利
の
た
め
に
は
、
ま

ず
信
用
リ
ス
ク
、
つ
ま
り
貸
倒
損
失

を
極
力
減
ら
す
道
徳
教
育
に
地
道
に

取
り
組
ん
だ
。
誰
か
が
返
済
で
き
な

い
場
合
に
は
、
一部
分
的
な
連
帯
保
証

を
求
め
て
い
る
ス
キ
ー
ム
も
あ
る
。

信
用
リ
ス
ク
の
軽
減
に
は
、
生
活
指

導
も
行
って
い
る
。
二
宮
金
次
郎
は「
荒

れ
地
に
は
荒
れ
地
の
力
が
あ
り
ま
す
。

荒
れ
地
に
は
荒
れ
地
の
力
で
起
こ
し
返

し
ま
し
た
。」と
小
田
原
藩
主
、
大
久

保
忠
真
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
ち
の

や
り
方
は『
論
語
』に
あ
る
徳
を
以
っ
て

徳
に
報
い
る
と
い
う
、
あ
れ
だ
ね
」と
言

わ
れ
、
そ
れ
以
降
、二
宮
金
次
郎
は「
報

徳
」を
そ
の
思
想
の
中
心
と
し
た
。
こ

こ
で
徳
と
は
長
所
の
こ
と
を
い
う
。

何
で
も
リ
ス
ト
ラ
、
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ

ン
ス
、
Ｍ
＆
Ａ
と
いっ
た
手
法
中
心
の
Ｍ

Ｂ
Ａ
教
育
と
真
逆
の
教
育
で
あ
る
。

第
３
に
、
金
融
商
品
を
や
さ
し
く

語
っ
て
い
る
。
前
記
で
例
と
し
た「
５
・

４
７
％
の
実
質
金
利
で
６
年
間
均
等

返
済
ロ
ー
ン
」を
、「
返
済
条
件
が
６
年

間
、年
２
両
、均
等
返
済
で
の
10
両
ロ
ー

ン
」と
言
っ
て
説
明
し
た
。
年
に
２
両

の
純
キ
ャ
ッ
シ
ュ・
フ
ロ
ー
が
恒
久
的
に

見
込
ま
れ
る
投
資
案
件
が
10
両
の
ロ
ー

ン
で
実
現
で
あ
れ
ば
、
７
年
目
以
降
は

２
両
分
が
手
元
に
残
る
が
、
こ
れ
が
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
そ
こ
で
初
め
て
農

民
も
そ
れ
で
は
頑
張
ろ
う
と
前
向
き

の
姿
勢
に
な
っ
た
。

第
４
に
、
ス
キ
ー
ム
に
わ
か
り
や
す

い
名
前
を
付
け
た
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
妙

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
五
常
講
の
名

前
の
由
来
だ
が
、
五
常
は
、
孔
子
の
仁

義
礼
智
信
か
ら
採
用
し
た
。
真
っ
当
な

金
融
シ
ス
テ
ム
は
信
用
が
あ
っ
て
こ
そ

成
立
す
る
。
だ
か
ら
当
時
で
は
誰
も

が
わ
か
る
孔
子
の
教
え
を
援
用
し
た
。

第
５
に
、
二
宮
金
次
郎
は
自
分
の
考

え
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
す
る
の
が
得

意
だ
っ
た
。

ま
た
、
円
想
図
な
る
図
も
考
案
し
て

い
る
。
説
明
に
は
外
側
に
大
き
な
○
印

を
好
ん
で
説
明
し
た
。
そ
の
内
側
に
は

異
な
っ
た
説
明
を
入
れ
る
が
、
外
枠
の

円
は
いつ
も
付
け
ら
れ
て
い
た（
図
表
）。

最
後
に
、
二
宮
金
次
郎
は
身
長
が

約
１
８
０㎝
以
上
、
ま
た
体
重
は
94
㎏

あ
っ
た
大
男
と
い
わ
れ
、
現
在
で
も
巨

漢
で
あ
る
。
風
貌
に
恵
ま
れ
た
点
も

あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
は
筆
者
の
勝
手
な
想

像
だ
が
、
会
計
人
、
故
・
飯
塚
毅
を

髣
髴
と
さ
せ
る
。
両
者
と
も
に
舞
台

と
な
っ
た
栃
木
の
地
、
全
国
か
ら
弟
子

が
集
ま
っ
た
人
望
、
そ
の
説
く
内
容
、

弟
子
が
作
っ
て
い
る
全
国
的
な
組
織
、

な
ど
共
通
点
は
多
い
。

岡
崎　
一浩（
愛
知
工
業
大
学　

教
授
）

あんな話 こんな話

再建の推進者
二宮金次郎
再建の推進者
二宮金次郎

（図表）　円想図の例

分度 推譲
至誠

勤労

会
　
計

新
規
テ
ー
マ
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
の
提

言
を
決
定
─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｆ
、基
準
諮
問
会
議

去
る
11
月
８
日
、
公
益
財
団
法
人

財
務
会
計
基
準
機
構
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
基
準
諮
問
会
議
は
、
第
16
回

基
準
諮
問
会
議
を
開
催
し
た
。

検
討
さ
れ
た
主
な
事
項
は
次
の
と

お
り
。

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
実
務
対
応
専
門
委
員
会

に
お
け
る
新
規
テ
ー
マ
の
評
価

第
15
回
基
準
諮
問
会
議
に
お
い

て
、「
自
己
株
式
を
利
用
し
た
株
式

給
付
信
託
」（
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
）が
新
規

テ
ー
マ
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
た

（
２
０
１
２
年
８
月
１
日
号（
№

１
３
２
１
）情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ
参

照
）。
こ
れ
を
受
け
て
行
わ
れ
た
、

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
実
務
対
応
専
門
委
員
会

に
お
け
る
新
規
テ
ー
マ
の
評
価
に
関

す
る
検
討
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら

報
告
が
な
さ
れ
た
。

実
務
対
応
専
門
委
で
は
、
①
広
範
な

影
響
が
あ
る
か
、
②
会
計
実
務
に
お
け

る
多
様
性
は
あ
る
か
、
③
会
計
基
準
レ

ベ
ル
の
も
の
で
は
な
い
か
、
④
適
時
に

実
務
対
応
報
告
等
の
開
発
が
可
能
か
、

と
い
っ
た
観
点
で
、
２
回
に
わ
た
り
検

討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

の
新
規
テ
ー
マ
と
し
て
基
準
諮
問
会
議

か
ら
提
言
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と

の
結
論
と
な
っ
た
。
な
お
、
一
部
の
専

門
委
員
等
か
ら
は
、「
す
で
に
本
ス
キ
ー

ム
を
導
入
し
て
い
る
企
業
に
お
け
る
影

響
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
」な
ど
と

い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
、
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
を
新
規

テ
ー
マ
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
へ
提
言
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
な
お
、
委

員
か
ら
も
、
現
行
実
務
へ
の
十
分
な

配
慮
を
求
め
る
声
が
聞
か
れ
た
。

新
規
テ
ー
マ
の
検
討

現
在
寄
せ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
会
計
基
準
レ
ベ
ル
、
実
務

対
応
レ
ベ
ル
に
分
け
て
報
告
が
な
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
か
ら
の
対
応

案
が
示
さ
れ
た
。

⑴　
会
計
基
準
レ
ベ
ル

寄
せ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
と
各
対

応
案
は
次
の
と
お
り
。

①　
無
形
資
産
の
包
括
的
な
会
計
基

準現
在
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
で
審
議
中
の
テ
ー

マ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
取
り
扱
う
。

②　
比
較
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る

会
計
基
準
の
設
定

金
商
法
開
示
に
お
け
る
現
状
の
取

扱
い（
金
融
庁
の
規
定
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ａ
の
研
究
報
告
）も
踏
ま
え
、
事
務

局
で
整
理
し
、
次
回
の
基
準
諮
問
会
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議
で
検
討
す
る
。

③　
金
融
商
品
の
消
滅
の
認
識
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
再
検
討

事
務
局
で
整
理
の
う
え
、
次
回
の

基
準
諮
問
会
議
で
検
討
す
る
。

⑵　
実
務
対
応
レ
ベ
ル

寄
せ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
次
の

と
お
り
。

①　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
監
査
委
員
会
報
告
66

号「
繰
延
税
金
資
産
の
回
収
可
能
性

の
判
断
に
関
す
る
監
査
上
の
取
扱
い
」

の
見
直
し（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｊ
に
移
管
し
、
最
新
の
繰
越
期
間
を

前
提
と
し
た
内
容
に
改
定
し
、
実
務

対
応
報
告
レ
ベ
ル
の
規
定
と
す
る
）

②　
実
質
リ
ー
ス（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
４
号

「
契
約
に
リ
ー
ス
が
含
ま
れ
て
い
る

か
否
か
の
判
断
」）

③　
早
期
割
増
退
職
金
の
費
用
の
認
識

時
点
の
明
確
化

④　
子
会
社
が
発
行
し
外
部
株
主
が
保

有
す
る
優
先
株
式
を
親
会
社
が
追
加

取
得
し
た
場
合
の
会
計
処
理

⑤　
現
物
分
配
の
受
取
側
の
会
計
処
理

の
明
確
化

⑥　
実
務
対
応
報
告
18
号「
連
結
財
務

諸
表
作
成
に
お
け
る
在
外
子
会
社
の

会
計
処
理
に
関
す
る
当
面
の
取
扱

い
」の
見
直
し
要
否
の
検
討

⑦　
普
通
株
式
と
種
類
株
式
を
発
行
す

る
子
会
社
・
関
連
会
社
の
連
結
・
持

分
法
の
処
理

⑧　
連
結
納
税
制
度
を
適
用
す
る
場
合

の
税
効
果
と
企
業
結
合
会
計
の
税
効

果
の
整
合
性

②
～
⑧
に
つ
い
て
は
、
実
務
対
応

専
門
委
に
テ
ー
マ
ア
ッ
プ
の
評
価
を

依
頼
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
①
に
つ
い
て
は
、
実
質
的

に
は
会
計
基
準
と
同
様
の
影
響
が
あ

る
た
め
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
実
務
対
応
専
門
委

に
テ
ー
マ
ア
ッ
プ
の
評
価
を
依
頼
す

る
と
と
も
に
、
事
務
局
で
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
も
行
っ
た
う
え
で
、
次
回
の
基

準
諮
問
会
議
で
議
論
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
た
。

会
　
計

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ・Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
再
審
議
の

状
況
、確
認
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、収
益
認
識
専
門
委

去
る
11
月
13
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
45
回
収
益
認
識
専
門
委

員
会
を
開
催
し
た
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
・
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
に
よ
る
、

収
益
認
識
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
再
審
議

の
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

た
。
10
月
の
再
審
議
で
は
、
主
に
次

の
よ
う
な
暫
定
決
定
が
な
さ
れ
て
い

る
。

契
約
変
更

改
訂
Ｅ
Ｄ
で
は
、契
約
変
更
と
は
、

契
約
当
事
者
に
よ
る
契
約
の
範
囲
ま

た
は
価
格
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
で

あ
り
、
当
事
者
が
こ
れ
を
承
認
し
た

場
合
に
存
在
す
る
と
し
た
う
え
で
、

図
表
の
よ
う
に
提
案
さ
れ
て
い
た
。

20
項
と
22
項
⒜
と
で
、
明
確
な
差

異
が
生
じ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、

20
項
を
削
除
し
、
取
引
価
格
の
変
動

の
み
が
生
じ
る
契
約
変
更
に
つ
い
て

も
、
そ
の
他
の
契
約
変
更
と
同
じ
く

22
項
に
従
っ
て
会
計
処
理
す
る
こ
と

と
す
る
方
向
で
暫
定
決
定
さ
れ
た
。

履
行
義
務
の
完
全
な
充
足
に
向
け

て
の
進
捗
度
の
測
定

改
訂
Ｅ
Ｄ
で
は
、
一
定
期
間
に
わ

た
り
充
足
さ
れ
る
別
個
の
履
行
義
務

の
完
全
な
充
足
に
向
け
て
の
進
捗
度

測
定
の
方
法
と
し
て
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
法
と
イ
ン
プ
ッ
ト
法
が
示
さ
れ
て

い
た
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
法
の
一
例
と
し
て

生
産
単
位
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
Ｂ
Ｃ
118
項
で「『
引
渡
し
単
位
』

法
は
、
等
し
い
量
の
価
値
を
顧
客
に

個
々
に
移
転
す
る
標
準
品
目
の
長
期

製
造
契
約
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
方

法
と
な
り
得
る
」と
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
引
渡
し
単
位
法
が
製
造

契
約
の
進
捗
度
測
定
に
使
用
で
き
る

か
の
明
確
化
を
求
め
る
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
た
再
審
議
の
結
果
、

次
の
よ
う
な
内
容
で
暫
定
決
定
が
な

さ
れ
た
。

ａ　
生
産
単
位
法
は
、
報
告
期
間
末
に

お
け
る
す
べ
て
の
仕
掛
品
の
価
値
に

重
要
性
が
な
い
場
合
に
は
、
企
業
の

履
行
の
合
理
的
な
代
替
数
値
を
提
供

し
得
る
。

ｂ　
引
渡
し
単
位
法
は
、
次
の
両
方

を
満
た
す
場
合
に
は
、
企
業
の
履
行

の
合
理
的
な
代
替
数
値
を
提
供
し
得

る
。

・
報
告
期
間
末
に
お
け
る
す
べ
て
の

仕
掛
品
の
価
値
に
重
要
性
が
な
い

・
報
告
期
間
末
に
お
い
て
、
製
造
し

た
が
顧
客
に
ま
だ
引
き
渡
し
て
い

な
い
す
べ
て
の
単
位
の
価
値
に
重

要
性
が
な
い

専
門
委
員
か
ら
は
、「
重
要
性
が
変

わ
っ
た
ら
会
計
方
針
が
変
わ
る
こ
と

に
な
る
」な
ど
、
重
要
性
で
判
断
す

る
こ
と
へ
の
懸
念
が
聞
か
れ
た
。

（図表）　契約変更に関する会計処理

【４つのパターン分け】
・契約変更により取引価格にのみ変更が生じる場合
（20項）
・契約変更により区別できる財またはサービスが独立
販売価格で追加される場合（21項）
・変更後の契約のなかの残りの財またはサービスが、
変更時点ですでに顧客に移転された財またはサービ
スと区別できる場合（22項⒜）
・変更後の契約のなかの残りの財またはサービスが区
別できず、変更時点で部分的に充足されている単一
の履行義務の一部である場合（22項⒝）

【会計処理】
契約変更の影響について、20項・22項⒝では、す
でに充足した履行義務に対応する部分を当期の収益
で調整し、また今後充足される履行義務に関しても
将来にわたり調整を行う（累積的キャッチアップ法）。
21項・22項⒜では、将来に向かって今後充足される
財またはサービスに関する収益の調整のみを行う。

金
　
融

オ
バ
マ
再
選
で
強
ま
る

米
金
融
業
界
へ
の
規
制
強
化

去
る
11
月
６
日
に
行
わ
れ
た
ア
メ

リ
カ
大
統
領
選
挙
で
、
オ
バ
マ
大
統

領
が
共
和
党
の
ロ
ム
ニ
ー
候
補
を

破
っ
て
再
選
を
果
た
し
た
。

オ
バ
マ
大
統
領
の
２
期
目
の
政
策

課
題
に
つ
い
て
の
見
通
し
が
議
論
さ

れ
る
段
階
に
な
っ
た
が
、
そ
の
な
か

で
金
融
業
界
が
直
接
関
係
す
る
政
策

に
米
金
融
改
革
法（
ド
ッ
ド
・
フ
ラ

ン
ク
法
）が
あ
る
。
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2012年
11月6日

「職業倫理に関する解釈指針」の
改正について JICPA

本改正は、大会社等の監査証明業務を行う公認会計士ま
たは監査法人の社員による継続的監査の制限（以下、「ロー
テーション」という）に関連して、金融商品取引法24条の２
に定める訂正報告書の監査関連業務におけるローテーショ
ンの考え方について整理を行い、公表するもの。

―

2012年
11月8日

「大企業と中小企業との取引の実
態等に関する調査」結果

中小企
業庁

“ちいさな企業”未来会議取りまとめ（平成24年6月16日）で
の取引適正化に関する提言を受け、実態把握のために実施
したもの。

―

こ
れ
は
２
０
１
０
年
７
月
に
成
立

し
た
法
律
。
消
費
者
金
融
保
護
局
や

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
防
止
を
目
的

と
し
た
委
員
会
の
設
置
の
み
な
ら

ず
、
銀
行
の
自
己
勘
定
取
引
の
禁
止

や
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
へ
の
投
資
の
禁

止
な
ど
を
定
め
た
ボ
ル
カ
ー
ル
ー
ル

の
導
入
、「
巨
大
金
融
機
関
は
破
綻
の

影
響
を
考
え
る
と
潰
せ
な
い
」と
い

う
考
え
方
か
ら
脱
却
し
、
破
た
ん
銀

行
へ
の
税
金
投
入
を
避
け
る
し
く
み

の
導
入
と
い
っ
た
内
容
。

こ
の
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
有

権
者
の
支
持
が
高
く
、
オ
バ
マ
人
気

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
た
め
再
選
を
考
慮
す
る
必
要
が

な
く
な
っ
た
２
期
目
で
は
、
オ
バ
マ

大
統
領
は
金
融
業
界
と
融
和
策
を
取

り
新
た
に
厳
し
い
規
制
を
行
う
こ
と

は
な
い
と
す
る
説
と
、
逆
に
一
段
と

規
制
強
化
に
向
か
う
と
す
る
説
に
分

か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

政
治
資
金
の
監
視
団
体
の
調
査
に

よ
る
と
、
ロ
ム
ニ
ー
陣
営
は
投
資
業

界
や
証
券
業
界
か
ら
オ
バ
マ
陣
営
の証

　
券

ア
メ
リ
カ
で
注
目
す
べ
き
は

ア
ッ
プ
ル
株
の
行
方

米
大
統
領
選
挙
で
オ
バ
マ
現
大

統
領
が
再
選
さ
れ
た
が
、
ウ
ォ
ー

ル
街
は
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
の
１
３
、０
０
０

ド
ル
割
れ
、
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
の
１
、

４
０
０
割
れ
で
応
じ
た
。
オ
バ
マ
大

層
の
減
税
は
続
け
る
と
表
明
し
て

い
る
し
、
何
よ
り
も
足
元
の
米
景

気
は
生
産
、
製
造
業
を
中
心
に
改
善

傾
向
を
み
せ
て
き
て
い
る
。
仮
に

年
明
け
以
後
、
緊
縮
財
政
が
表
面
化

し
た
と
し
て
も
、
景
気
が
全
面
的
な

後
退
に
見
舞
わ
れ
る
と
は
思
え
な

い
。
ウ
ォ
ー
ル
街
が
嫌
っ
た
の
は
、

ウ
ォ
ー
ル
街
の
行
動
を
規
制
し
よ
う

と
す
る
オ
バ
マ
政
権
の
姿
勢
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
市
場
で
見
逃
せ
な
い
の

が
時
価
総
額
世
界
一
の
ア
ッ
プ
ル

株
の
下
げ
で
あ
る
。
９
月
下
旬
に

７
０
５
ド
ル
と
い
う
最
高
値
を
付
け

た
後
、下
げ
基
調
で
推
移
し
て
お
り
、

大
統
領
選
挙
後
に
は
５
４
７
ド
ル
ま

で
下
が
っ
た
。
最
高
値
か
ら
は
22
％

の
下
げ
で
あ
る
。
こ
の
間
、
ア
ッ
プ

ル
の
業
績
が
悪
化
し
た
わ
け
で
な

く
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
ア
ッ
プ
ル
の
株
価
を

引
っ
張
っ
て
き
た
の
は
、カ
リ
ス
マ
、

ジ
ョ
ブ
ズ
氏
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

パ
ワ
ー
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
彼
が
絶
頂
期
に
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
亡
き
後
、

数
年
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
は
ま
か
れ

て
い
る
の
で
大
丈
夫
だ
と
い
わ
れ
た

が
、１
年
後
の
現
在
、投
資
家
は
ア
ッ

プ
ル
の
経
営
が
守
り
に
入
っ
た
と
受

け
止
め
る
よ
う
に
な
り
、
夢
を
み
ら

れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

７
０
５
ド
ル
と
い
う
驚
異
的
な
値

段
は
ジ
ョ
ブ
ズ
幻
想
が
到
達
さ
せ
た

頂
で
あ
っ
た
の
だ
。
と
な
る
と
、
現

数
倍
に
及
ぶ
寄
付
を
集
め
た
と
さ

れ
、
業
界
と
し
て
も
ロ
ム
ニ
ー
支
持

を
明
確
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
仮

に
ロ
ム
ニ
ー
候
補
が
当
選
し
て
い
た

と
し
て
も
、
国
民
の
こ
の
法
律
に
対

す
る
強
い
支
持
を
考
え
る
と
、
こ
れ

ま
で
と
逆
行
す
る
、
金
融
業
界
に
対

す
る
規
制
を
緩
和
す
る
方
向
へ
政
策

転
換
で
き
た
公
算
は
小
さ
い
。
ま
し

て
オ
バ
マ
氏
が
再
選
さ
れ
た
以
上
、

再
選
目
的
の
あ
る
な
し
で
政
策
変
更

す
る
と
は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
規

制
強
化
の
方
向
へ
進
む
と
考
え
る
の

が
妥
当
だ
ろ
う
。

２
０
０
９
年
時
点
で
、
税
金
投
入

で
破
た
ん
処
理
を
行
っ
た
金
融
機
関

の
幹
部
が
高
額
賞
与
を
受
け
取
っ
て

い
た
と
聞
い
た
オ
バ
マ
大
統
領
が
、

本
気
で
怒
り
を
表
し
た
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
た
事
実
だ
。
金
融
業
界
に
対

す
る
規
制
強
化
の
流
れ
は
、ド
ッ
ド
・

フ
ラ
ン
ク
法
の
一
部
条
項
の
導
入
阻

止
目
的
で
の
訴
訟
や
当
局
に
対
す
る

ロ
ビ
イ
ン
グ
な
ど
で
は
止
め
ら
れ
そ

う
も
な
い
流
れ
に
な
る
だ
ろ
う
。

統
領
の
政
策
で
は
米
経
済
は
迫
り
く

る
財
政
の
崖
か
ら
転
落
し
て
し
ま
う

こ
と
を
懸
念
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。し

か
し
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
中
間

経
営
陣
が
新
た
な
ア
ッ
プ
ル
像
を
構

築
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
株

価
の
立
ち
直
り
は
期
待
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。

日
本
市
場
は
景
気
の
後
退
局
面
入

り
、
企
業
業
績
の
下
方
修
正
な
ど
と

暗
く
な
る
も
の
ば
か
り
の
感
じ
で
、

円
相
場
の
動
き
が
大
幅
な
下
げ
を
防

い
で
い
る
。
決
し
て
予
想
外
の
こ
と

が
起
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
秋

以
降
は
そ
う
し
た
材
料
不
安
を
織
り

込
み
な
が
ら
推
移
し
て
き
た
。
数
字

が
出
て
み
る
と
、
念
の
た
め
と
い
っ

た
売
り
が
出
て
株
価
は
下
が
る
が
、

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
下
げ
と
は
ず
い
ぶ

ん
様
相
が
異
な
る
。

年
末
を
意
識
す
る
季
節
に
な
っ
て

き
た
が
、
米
市
場
の
方
向
感
が
出
て

く
る
ま
で
は
我
慢
だ
ろ
う
。
円
相
場

の
動
向
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
日
銀

の
次
の
手
を
期
待
し
て
待
ち
た
い
。

＊


